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1 本年度の重点目標

2 自己評価結果に対する学校関係者評価

達成
状況

教科指導についいては、

○体力の向上に関しては、下記の取組を実施しました。

平成２９年度　自己評価及び学校関係者評価書
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江別市立豊幌小学校

『自ら学び　自信とやる気を高めていく子ども』の育成

領
域

評価項目
自　己　評　価 学校関係者評価

改善の方策 達成状況の適
切さ

改善方策の適
切さ

経
営
方
針
の
重
点

一人一人に基
礎基本の確実
な定着と体力
の向上を図る
ことができたか

Ｂ

〇学校は、校内研修等を計画的に行い、教職員の資質向上を図るとともに、個に応じた学習指導法
の工夫・改善に努めてきました。

A A

・授業中の評価を工夫し、一人一人の学習状況を確認しながら、一層細やかな指導を充実させ、確
かな学力（基礎基本・活用力)の向上を図る。
・研究内容を生かして「ふだんの」授業の改善を進め、一人一人の学力の伸長を図る。
以上のことを目標として、低学年ブロック、高学年ブロックとも研究授業により重点目標に向かい、以
下の取組により授業改善を進めてきました。

①指導課程の工夫・改善
　　(児童が主体的に学ぶ授業の構築　教師のＩＣＴ機器の活用や工夫）
②言語活動の充実（考えを書く活動　　考えを伝えあう活動）
③学習規律や学習習慣の定着
　　　　　　　　（学習時間の机上、生活リズムチェックシート等)
④基礎学力の向上
　・家庭学習の取組強化：かがやきタイムの活用（自主的な家庭学習の計画・宿題の工夫）
　　繰り返しにより「理解」から「記憶」へ
　・自主的な復讐の場の設定　（類似問題、復習プリント、算数に親しむプリント）
　・「とよほろ検定」の実施

※今年度の全国学力学習状況調査の正答率は、国語Ａが「全国よりやや低い」、国語Ｂ・算数AB問
題ともに「全国と同等」という結果でした。話す、聞くの問題や記述問題にやや弱い部分が見られま
すので、次年度はそこに重点的に取り組み、全国平均以上の学力をつけられるよう取組を進めてま
いります。

① 体育の授業の工夫
② ゆたかタイムの活用
③ 日常的に取り組める環境整備
　・体育委員会企画の100周チャレンジ、多目的スペースでの基礎トレ（握力・敏捷性の強化）、全校
おにごっこなど
④ 縄跳び月間の取り組み【２月の参観日公開予定】
⑤ 道教委主催の「どさん子元気アップチャレンジ」への参加
⑥ 外遊びの奨励・推進など
⑦ 新体力テストの実施（全学年全種目）

１月に５年生の全国体力状況調査の結果が出てきます。他の学年の体力テストの結果とあわせて分
析を行い、体力の実態を把握し、「体力向上プラン」を改善し、次年度に向け取組を進めます。本校
児童の実態としては握力・短距離走能力が高く、持久力及び投球能力がやや弱い傾向にあります。

道徳授業及び
縦割り班活動･
児童会活動等
の取組を通し、
児童に思いや
りの心や自尊
感情を育むこと
ができたか

Ａ

○重点目標の一つである「豊かな心の育成」ために学校は下記のような取組を進めてきました。
① 縦割り活動（清掃・集会等）の継続と充実
② 道徳授業の充実（「私たちの道徳」の活用・参観日での授業公開）
③ 学級での日常の声かけ
④ 全校集会等での称賛・表彰(挨拶、読書、コンクール等)
⑤ 道徳の教科化に向けた校内研修の充実
　昨年度に続き、1～6年生で縦割り班を作り、清掃活動、お楽しみ集会、縦割り班ランチ等の活動を
行いました。上の学年は下の学年のお手本になろうとする姿が見られるなど、高い教育効果が得ら
れています。また、運動会や学芸発表会では、他学年の頑張ったところ等を見つけ、手紙にすること
で自己肯定感を高める取組をしており、お互いを認め合うことのできる豊かな心の育成を目指した取
組も教育効果をあげています。

A

教
育
課
程
・
学
習
指
導

指導方法の工
夫改善に取り
組み、確かな
学力が身につ
くような『わかる
授業』を行うこ
とができたか

Ａ

○本校では今年も一人一人が「わかる授業」を目指し、下記のような指導体制・方法を工夫しなが
ら、目的に応じ、指導を行ってきました。
①「一斉指導」：一人の教師がクラス全員を対象に指導
②「複数教員指導(ティームティーチング＝Ｔ・Ｔ)」：複数の教師で役割分担しながらクラスを指導
③「少人数指導」：クラスをいくつかのグループに分けて人数を少なくして指導
④「習熟度別少人数指導」：習熟度別に少人数でグループを編成して指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　（※総授業時数の3/4で実施）
⑤「個別指導」：個の実態に合わせて、別室で個別に指導
　上記の取組は保護者アンケート等でも、一定の評価をいただきました。
　次年度も「わかる･できる･楽しい授業」をめざして、算数や体育（水泳、スキー）における習熟度別
少人数指導を中心に一人一人を大切にする取組を進めていきます。あわせて北海道教育委員会や
江別市教育委員会の事業（指導方法工夫改善のための教員配置、授業サポート教員配置、出前事
業等）も積極的に活用していきます。
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教
育
課
程
・
学
習
指
導 地域の特色を

生かした教育
活動は豊かな
心を育むのに
有効であった
か

Ａ

○学校では、本校の特色である農業・食育体験や福祉体験等の「体験活動を重視した教育」、専門
的な知識や技能をもった地域や外部の方を講師に招いて授業をする「出前授業」や育成会と連携し
た文化的行事（芸術鑑賞会）を実施し、子どもたちの心に残り、豊かな人間性に結びつく取組を進め
てきました。
　特に、総合的な学習では今年も
３年生～かぼちゃ、４年生～大豆、５年生～米、６年生～じゃがいもの栽培学習を地域の農家の
方々のご協力をいただきながら実施し、貴重な体験をさせていただいております。
　今後も自然豊かな豊幌の良さを最大限生かし、地域への感謝の気持ちを忘れず、教育活動を進
めて参ります。

A A

A

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】

学
校
と
保
護
者
の
連
携

家庭や地域との連
携（情報発信・交
流）に努め、基本的
な学習・生活習慣
(家庭学習の習慣化
や早寝、早起き、朝
ごはん）の確立や安
全・安心のための取
組は進められている
か

Ａ

○信頼される学校を目指し、学校便り・学年便りの発行、ＨＰの定期的な更新を行い、情報発信・相
互交流に努めています。今後も参観懇談、家庭訪問、個人懇談（長期休業前）を計画的に実施し、
家庭と連携を図りながら、家庭学習の習慣化、早寝・早起き・朝ごはん等の生活の基本習慣の確立
を目指し、取組を進めていきます。

A A

生
徒
指
導

関係機関と連携
を図りながら、全
職員で子どもた
ちを育てる校内
体制づくりを進め
ることで、子ども
たちは喜んで登
校することができ
たか

Ａ

○学校は、個に応じた指導を充実させるために、職員の共通理解を図りながら組織的に対応できる
校内体制作りに努めてまいりました。例えば、
① 心の教室相談員：児童の悩み相談、教師へのアドバイス
② 英語のＡＬＴ（アシスタント・ランゲージ・ティーチャー）
③ 学習サポート講師（教員免許所有者）
④  特別支援教育補助員（個別児童への支援）

〇特別支援教育を充実させるために、専門的知識を有した教員が特別支援教育コーディネーター
をして、担任の相談にのったり、関係機関との連携もスムーズに進めております。
　自己肯定感を高められるような指導・支援に努め、素直な豊幌の子どものよさを生かしつつ全ての
児童が喜んで登校していると実感できる学校をめざしていきます。

A

＜体力の向上の取組について＞

＜家庭や地域との連携について＞
今よりも、ＰＴＡ会員の積極的参加が多ければと思います。

＜豊かな心の育成の取組について＞

【評点】　　Ａ：よい　　　Ｂ：おおむねよい　　　Ｃ：ややよくない　　　Ｄ：よくない

先生方が子ども達のために、学習面や生活面で一生懸命取り組んでいる姿が見て取れます。自己
肯定感の低さが気になりますが、これからも子どもたちの気持ちに寄り添ったご指導をよろしくお願い
します。

今後、一層多様化する社会に適応できる様、一連の取組を通じ子ども体の自尊感情が高まっていくことを期
待します。

近年、子ども達の体力低下が懸念される中、体育委員会による企画は日常的な環境整備だけでなく、子ども
達の自主性も培われ、とてもよい取組だと思います。

少人数であることのメリットを生かし、子ども達を伸ばしていってほしい。
自分の体で体験することが大切であと思うので、今後も体験的な学習を続けてほしい。
豊幌の伝統を後世に伝えていくためにも、地域での取組を考えていきたい。

＜全体を通して＞
情報量に限界があり、収集できる情報量から学校全体の事態について評価することは大変難しいと
思います。

例えば、子ども達と共に教職員も一緒に参加できる地域行事の方法を検討することなどで保護者だけでなく
地域と学校（教職員）が共通の目標のもと「学校任せにしない」豊幌らしい地域の風潮を醸成できないかと考
えます。


